
新古典派二部門成長モデル

　　での租税帰着　　

1.　序　　　論

岸　　　昌　三↑

：祖税の帰着を新古典派成長モデルで取扱う試みはすでに多い．一部門モ

デルでの分析としては, Krzysaniak （1967, 1968, 1970）レSatoﾚ(1967）,

Diamond （1970）,Feldstein （I974a, 1974b）, Grieson （1975）,Gupta （1976）,

Boadvvay （1979）, Atkinson and,Stiglitz （1980）およびHomma （1981)

かおる．二部門モデルでの分析としては, Sato and Hoffman （1974）.

Friedlaender and Vandendorpe （1978）およびBallentine （1978）かおる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ　本稿では，宇沢型新古典派成長モデルで租税の帰着を考察する．すでに

Batra and Casas （1971）は√＼いわゆる（要素市場の歪み上(factor market

distortions）の影響をこの宇沢型モデルで考察しているに本稿はその応用

としていわば市場に歪みを与える要因のひとつとしての租税に限定してそ

の分配に対する影響，すなわち帰着を考察したものである．分析方法の上

では基本的にはHarberger （1962）の一般均衡分析の伝統に沿い，それを

二部門成長モデルに適用しようとしたものである．ただ方程式の立て方や

その解法の点ではJones （1965）の技法にならっている．帰着概念として

　　　　　　　　　　　　　　2)は，マスグレイヴの差別帰着を採用する．これは，政府支出の帰着を排除

ｔ　=この問題の研究途上で本学の渡部教授にはお教え願うことか多か９た．ここに

　厚くお礼申上げる．

1）Uzawa

（1961）.

2）Musgrave

（1959）.
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し，租税だけの帰着を抽出するためである. 以下では，定額税から種々の

型の租税への限界代替が賃金所得と資本所得の分配率に及ぼす影響を考察

する．　¨　　　　　　　二十･･.･･..･.･･･.・.　　・.　　　　　　・・　　･･

2.モ　デ　ル　　　　　　　　犬　　　　　　　　ト

　ここで想定する経済は，二部門二要素の宇沢型新古典派成長モデルであ

る．生産物としてはX，Yの2つを仮定し，前者を資本財，後者を消費

財と仮定する．労働の供給は一定率で増加すると仮定する．資本の供給は

投資すなわち資本財Xの生産によって増加すると仮定する．問題を一層

単純化して，資本は減粍しないと仮定する．

　市場については，完全競争を仮定する．この仮定には，各要素が企業間，

産業間を自由に移動して，その税引価格が均等化すること，価格について

は，生産物価格はもちろん要素価格も伸縮的で，要素は完全に雇用される

ことなどをも含みにしておくトこのような競争条件のもとで各企業が利潤

極大化行動をとると，個々の企業は長期平均費用の最低点て均衡に到達す

ることになろう．産業全休の産出量が増加すると，要素投入量はそれに比

例する．したがって産業全体について考えた生産関数は1次同次の性質を

示すことになる．

　家計全休は一定の貯蓄性向衛もち，貯蓄に等しい投資が実現されると仮

定する．

　さて，このモデルを方程式の形で示すことにしよう．まず，要素市場に

ついてその均衡を記述する2つの方程式

　( 1）亀xχ十arrY＝£

　（2）鰍^X十心tY＝K

から述べよう．ここでX, Yはそれぞれ資本財，消費財の量とする. L,
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瓦はそれぞれ労働，資本の量とする．前述のように,労働は毎期一定率

で成長するものと仮定されているレまた資本は毎期の資本財Xの生産に

よって成長するものと仮定されている. 胎（i＝£，K;j = X, Y）は,づ財

1単位の生産に必要な要素fの量とする．前述の方程式（1）, （2）の左

辺は，各要素に対する需要を，右辺は各要素の供給を表すムしたがづてそ，

れらは，要素市場の均衡を記述する．　　1

つぎに，生産物市場の方程式について述べようレまず，完全競争におけ

る生産物の供給を記述する2つの方程式　　　　　　＝　　　　　　…………

　（3）αkHこx十αkxRx＝加

　（4）亀丿吟十敗r刃r＝加　　　　　　　　ニ

を掲げることにしよう．ここで‰，W川まそれぞれ資本財部門，消費財

部門が労働1単位の使用に対して支払う価格，すなわち税込賃金率とする．

また沢x, 刃rはそれぞれ資本財部門，消費財部門の資本1単位の使用に

対して支払う価格，すなわち税込賃貸料とする．これらの方程式の左辺は，

各財の平均費用を表すが，生産関数に1次同次を仮定するから，同時に限

界費用をも表すことになる．右辺のPx, Prはそれぞれ資本財，消資財1

単位の生産により各部門の企業が受取る収入，すなわち税引価格とする．

完仝競争のもとでは市場メカニズムをつうじて企業の超過利潤は自動的に

ゼロになる．いいかえると，売上収入（税引きの）はすべて要素費用とし

て支出される．前述の方程式（3）, （4）は，生産物1単位についてみたこ

のような条件を記述している．

　各部門の各要素の税込価格と税引価格の問には，つぎの関係が成立する

（5）Wx＝琵

（6）W俘＝lﾉ八r，　八y＝ﾄﾄむr
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（7）尺χ＝ΓΥχχ，　Tχχ＝1 ＋tKχ

（8）尺y＝アTχy，　アχy ＝l十臨Y

ここでw, rはそれぞれ税引賃金率，税引賃貸料とする. 硲（i=L, K;

i＝X，Y）は,丿財部門の要素fの利用に対して適用される従価税率とす

る．計算操作の便宜上，上述のように1十七をTことまとめて，これを

租税係数と呼ぼう．

　つぎに，生産物市場の需要側を記述する方程式を立てねばならない．こ

のモデルの家計の平均貯貪欧向かブ定である.と仮定することはすでに述べ

た．ここで政府は税収をすべて移転支払の形で一括して家計に返すという

仮定をおく．これは政府支出の帰着効果を捨象し，租税の帰着効果のみを

抽出するためである．一括の移転支払は，負の定額税にほかならないから，

この仮定のもとで考えている帰苛概念は，考察の対象とする税種を定額税

に代えて用いるときの分配効果，すなわち差別帰着ということになる．上

述の仮定の内容を定式化すると犬

PχX＝s(r尺十wL十H)

/f ==なχw亀χχ十な四亀rY十臨χ忽χχχ十臨Y忽χaY十ちφxズ十typrY

となる．ここでPxは資本財の税込価格, sは平均貯蓄性向，亙は移転支

払（負の定額税）.またPx, Pyは前述のようにそれぞれ資本財レ消費財の

税引価格である．上述の第一の式は，移転支払を加えた可処分所得の一定

割合が資本財Xに支出されることを記述している．上述の第二の式は，

政府予算式で, 各種の租税からの収入が移転支払として支出|さ=れること，

いいかえると，二方で各種の租税を徴収し，他方でそれだけ定額税を軽減

していることを記述している．これらの式は，しかし，Hについて代入
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3)
を行って変形すると，つぎのようになる。

　（9) ？χX＝s（PχX十PrY）

ここで巧は消費財の税込価格とする．消費財Yに対する需要を記述す

る方程式はﾉ,し===ワルラス法則により省くことができる．　……………

　生産物価格の税引きと税込みの関係について,･･つぎの式が必要とされる二

(10)Px＝pxTχ,　Tχ＝l十tx

(11)　Py＝加Trﾀ･　トTr＝l十心

ここでtχ, trはそれぞれ資本財，消費財に適用される従価税率とする．

　上に述べてきたモデルの時間的巡行を描くと，まず，労働は外から与え

られるニ定率で成長する．資本はモデル内のメカ三ズムをつうじて成長す

=る. モデルの構造が長期均衡を達成するようなものであるとすれば，資本

の成長率は労働のそれに収束して，均斉成長の状態に達するレのちに示す

ように，この状態では√労働と資本か同じ率で成長するだけでなく，各財

の産出量も同じ率で成長し，すべての相対価格は不変に推移するト労働,.･

資本についてある与えられた初期値から出発すると，この均斉成長に達す

るまでは，それらの成長率は異なり，したがってその開の資本労働比率は

時点ごとに異なるト均斉状態に達すると，そのあとはこの比率は一定の値

を続けることになる．以上は，このモデルを時間をつうじてみた動きであ

3)式(9)を得る計算過程を示すと，まず第一の式は, K＝瓦十瓦y, Lr十Lr＝L

　を用いて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　犬　･･･.1

　　　　(a) P^X＝s(回で:,十r瓦r十姐x÷ω£いﾄ刄)‥‥‥‥‥　　　　‥‥‥‥：レ▽ト………

　と変形できる．第二この式は, 亀KX＝玩，a^rY＝か，恥xX＝瓦x，卵yY＝了rを

　用いて

(b) H＝tiχ脚Lχ-一丸四£Y十脳が尺χ十tKvrKr÷tx鉛X十tr夕rY　　　　犬

　と変形できる．式(b)を(a)に代入して耳を消去し，さらに式(5)－(11)(式(10),

　(11)はすぐあとに出てくる)を用いてt小to, r, Px, Prを消去すると，式(9)

　を得る．　　　　　＼　　　＝十　　　　　　犬＝　　　＼ト……
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3.時点均衡の一義性

　‥ところで，初期状態から均斉成長に到るまでの各時点では，経済全体の

資本労働比率は種々の値をとる．ここでこれ,らの値に対応してモデル内の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪各変数に一義的な解か存在するかどうかという問題を取上げよう．

　これを考察するために，前述の方程式体系を変化率の関係に変形しよう．

なお，時点均衡の一義性は，税率不変の条件のも,とで考察されるが，他の

問題も同時に分析する便宜上，以下では租税係数の変化率をも含む形にし

ておく．租税係数が変化しない場合を考えようとすれば，その変化率をゼ

ロとおけばよい．これまでに立てた方程式（1）-（1Dのうち，まず（1）－

（4）はつぎのように変形できる．⌒の記号は変化率を表すものとする．

(la)hx尤十尨yY＝£－(λlχO-lχ十λ亀r)

-, ＿亀xχ　　＿亀vY
尨χ一一∇L一一，λ£r ∇Zニー

叙x又十臨yt ＝丑一（恥μKX

2　－＆“X　ヌ　ーa″Y
■£χ－‾‾jで‾‾｀,　■こY―一K一

(2a)聡x又十臨yt ＝丑一(恥χ心χ十尨r恥v)

(3a)∂ix聡十eχχ良χ＝鉛一(θlx砥χ十θχχaχx)

　　Olx : ，θKX＝劈

(4a) ∂ir九十∂kyRy･― 乱― (∂LY亀Y十θχY&χY)

4）これは，新古典派二部門成長モデルのいわゆる「時点均衡」(momentary

　equilibrium）のー義性の問題である．これについてはBurmeister and Dobell

　(1970, chapter 4)に詳しい.
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　　　亀71/匹　∂　一α″尺y
亀r =　j、　’jぼ‾‾勺ぷ‾‾

これらの式で定義される脳(i＝£，K;j＝X, Y)はに要素iがｊ財部門

で雇用される割合とする．また貼は. i財部門の税引価格の占める要素

Ｌへの費用支払の割合とする．

　式(la)-(4a)の各匍¨は，生産要素の代替の弾力性を用いて，つぎの

　　　　　　　　　　　5)ように表すことができる;

　白臨χ＝］ぬがχ(烏－y?χ)

　　臨x二心がx(聡－&χ)

　　瓦Y ＝二侭がY(命Y二八y)

　　心＝亀町(聡－?y)　

ここでax, 吋はそれぞれＸ財部門, Y財部門の代替の弾力性とする．

これらの式を用いて式(la)－(4a):の各亀……日=を?^ j去すると，次式:か得られ

る．

(!') 址忿十几丿＝£十心x(嘸一鳥)一卜心y(聡一鳥)

　　δiX ＝λ１χ-.Okχaχ,呪Y ＝尨tθχrびy　

　(2')ねx忿＋χ諜＝遼－δχχ(命χ一Rx)一8ky(ち一鳥)

　　　　Sχx＝λχχθμびχ，恥Y＝λχY侭Yぴj

　(3')心χ聡十θχχ衰χここ右χ

　(4')心r聡十OkΥ食r==石

以上，前述の方程式体系(l)-(ll)のうち(１)-(４)を変形七.だ．=残る

(5)-(11)を同じように変形すると，次式を得る．

5)ニこれらの式の導出は，岸(昭和59年，付録1)を参照されたい．そのもとの説明

　は, Jones (1965, p. 560)にある．
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(5') ぬ＝必十九x

(6')聡＝面十九。

(7')ぬ＝ドブ‰

(8')鳥＝外為y

(9')応一応＝ター尤

(10')鳥＝瓦十九

(11')Pr＝Pr十為

これらの方程式体系(1ト(i')は，代入により集約できる．まず，式

(!')一(4)は，(5)-(8')を用いて聡，聡，鳥，鳥∇を消去すると,次式

を得る．

(12)乙x箇十乙rf＝£十∂L(Wり･)十心χ(九x一穴x)十心Y(九r一八よ

　　　　心＝δLX ＋心Y ＝八χ汐χがχ十八yθχがy　　　　　　　　　

(13) 尨x淀十λχyf＝丑一心(面－わ－Sjcx(‰一几χ)一心y(九yア予ぷ

　　　　Oが＝8χχ十Sky ―恥χ匈χびχ＋λχΥ■OびOy

　　(14)呪函十匈丿十心X -I-LX十匈x少kx ＝Px

(15)θLY辿＋eKY｀＋dびTl.Y十∂kvT,y=＝乱

また√式(9')は(10)－(l')を珀い七二Px, Pyを消去すると

　(16)(彭一如十(八一fr)=fー又

となる．

以上，式(1)-(11)μ,ニ(12)-(16)に集約されたか，これらはさらに集

約できる．まず, (12)から(13)を引くと
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(17) 尤一匹一千(丑－£)十①(心＋5^)佃う)+古(Ola-士辿)

　　　(か一仁)十干(硲十Sky) (乱二仏)

　|λ|― λ£χ－λxχ―こ'''χY一几Y

　　　6)となる．つぎに, (14)から(15)を引くと

(18)Px一石判e＼(w一勾＋^i.χ↑lx－9ly↑VI十∂kx八X－∂KY八r

　　　　|θ|＝∂j,^一心ｙ=こθχｙ一∂kx　

　　　　7）
となる。

もどの方程式体系(↓)-(ll)はj結局, (16), (17)および(18)の３式に

集約されることになる｡

　いまや当初の問題，すなわち時点均衡の一義性の問題を取扱う用意がで

きた．問題は租税係数不変の条件のもとで考えられねばならない，式(16),

(17)および(18)に40け右客種R 予番ゼ６と石谷，これらめ式comで代入

を行うと，次式か得られる.

　(19)遼二乙＝J(・－r)

　　　　i = 心十恥十|λ日θ|

i=0となるのは, －(心十8k)判別|θ|のときである．この場合の除くと，

j≒Oとなり, 忿~£と妬― fの間に二義的関係力鴇り,………したがってK/L

とω/rの間に一義的関係かある．↑λ|圈＞Oで.あるかぎり，すなわち，

２つの部門の間の要素集約度の大小関係が物理単位でみても価値単位でみ

ても同じであるかぎり，4≒Oになり, 1が/rとK/Lの開に一義性かある．

6）式(17）における式|剥＝Aix －f^KX＝^KY一几rについては岸(昭和59年，付録

　3）を参照されたい．そのもとの説明はJones （1965, p. 559）にある．　犬

7）式（18）の導出については岸（昭和59年, 58頁）を参照されたい．もとの説明は

　Jones （1965, p. 559）にある.　
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　4.長期均衡の存在と安定性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回

　これまでの成長モデルに資本成長率が長期的に所与の労働成長率に収束

する構造が存在すると仮定されてきたが，ここでそれかどのようなもので

あるかを調べよう．長期均衡が安定であるためには，/資本労働比率K/L

か増加するとき，資本の変化率dK/Kが減少し，K/Lが減少すると乱

dK/Kが増加しなければならない．この条件はづd(dK/K)/d(K/L)＜Q

と表すことができる. dK＝Xであるから，それは(tー丑)/(忿－l)く0

であることにほかならない.　　　　　　　　　　　　　　………I……上

　この条件式の左辺をこのモデルの方程式体系から導くことにしよう．ま

ず，その分子を求める．それには式(12), (13)において各種のTをOと

おき，これらを連立させて箇について解ぐと，次式を得る．

又＝☆叫yL一心芦球ね八十臨岫(i^プ■)}

との両辺から£を引くと，王述の条件式の分子t-£ヵj得られるトすな

わち

　　又‾迫゜‾石｢｢｣″(丑‾£)‾(λχΥ呪十尨7酸)｢面‾゛))

が得られる．つぎに，この両辺を迫丿lで割り，かつ式(19)を代入する

と，求めようとする式(箇一迫)/(迫－£)が得られる．すなわち

　又一迫　　尨fI∂|十Ok　　　　Ok十ねyI∂|

■㎜■㎜･･-=i･←←－　w-w〃〃－w･-w皿･-r.･rr-W　-心　　　　　　　　　〃
　片－L｡‾‾………　jし=………▽‾心十恥十]λ目∂]:　し

となる(iについては式(19)で導かれている).

　すでに述べたように，上の式が負であるとき，均衡は安定である。それ

が負になる条件を調べてみよう。式全休が負になる場合は，大別して2

つある｡/すなわち√剛分母子がともに正であyる場合と!ii)分母子がともに
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負である場合である．まず出の場合，すなわち;……Bk一す石r＼酎＞O……ｽﾞ

恥す｣λ川紅≫Oの場合を考えてみると，[∂｢＞Oしかう‥[λ|㈲＞Oのときに

は，それが成立する，これがどのような状況であるかを考えると，それは

投資財部門の価値単位でみた労働集約度が高<………(:l∂l＞0),かづ既存の税

率水準か価値単位と物理単位の要素集約度の逆転を起さない(川=㈲＞O)

の状況であ=る．これは剛の条件が成立するひどづの場合にすぎない.し･(i)を

成立させる条拒ぱぽかにもありうるが，ごごでは奄の解析は控えたい.ｿま

た上記(ii)の条件についても，ごれ以上立ち入らない?

5.比較動学

　帰着をみる尺度として税引分配率･wL/rKを用いる.租税係数が変る

と，この尺度が変る．その変化率は，税引要素価格比率w/rの変化率と

労働資本比率L/Kの変社水心和であ凱………すなわち, （岳二丿ﾄﾄこ（£一勾で

ある．しかし均斉成長では労働成長率と資本成長率は等しい．すなわち，

£一迫＝Qである．そごで，当面のモデルの均斉成長における帰着分析は，

£一迫＝oの条件のもとに辿一戸と租税係数の変化率との関係を調べるご

とに帰する。

　さて，前述の体系(16), (17)および(18)において£－£＝0とおき, w

ニ八こついて脈ぐと，ﾉ次式を得る，

(20) t&一戸＝－i{(心x＋5χχす心x図)几χ―(心χ十Okχ－Okχ?)今x

　　　　　　す(Sly十Sky≒らﾚ肉=)ﾌﾞ乱一(dryす臨y十匈yλl)ﾌﾞ‰レ………

　　　　　　す|λ|九－|λにfv}

一般税　すべての生産物またはすべての要素に対する一般税の帰着から

8）ごの点の詳細な論述はBatra and Casas (1971, p. 533 以下）=にある.
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考えよう．まず，生産物に対する一般税の場合,前記の式(20)において

几,ｴ為とおき，他の予をＯとおくと，

　(21)　面一戸＝Q

が得られる．これは分配率が変らないことを意味している．すべての財に

一様に課税されるとき，帰着は分配に対して中立的である．これは直観を

裏づけている．

　っぎに，要涙に対する一般税の場合，式(20)において九二穴X― -'LY

＝ﾂ‰とおき，他のfをＯとおく=と，やはり加段の生産物に対する一般

税の場合と同じ式を得る．一般税であれば，生産物と要素のいずれに課税

されようと，帰着は中立的である．

　財に対する部分税　まず，投資財に対する税の帰着から取上げよう．式

(20)について 几……を残して，あとの夕をすべてＯとおくと，次式を得る．

（22）&一r=一導几

帰着の方向について確定的なことはいえない. /f＞0の場合にﾆ限定すると

帰着の方向は要素集約度に依存する．

　つぎに，消費財に対する税については，これまでと同じ方法で，次式を

得る.

（23）仙一Aし為

∠/＞oの場合に限定すると，帰着の方向はやはり要素集約度に依存する．

　特定部門の要素に対する一般税　まず，投資財部門の要素に対する一般税

について，これまでと同じ方法により次式を得る．
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(24)………:ぷ:△に:1｣チ九言乱乱

また消費財部門の要素に対する一般mについては，次式を得る．

(25)……w二r=寸二■I- LVしｉ］KF

これらの式(24), (25)はそれぞれ前記の(22), (23)に等しいことがわかる

兪れは.ぺIj特定の財に対する税吏その部門の要素一般に対する税とは(帰着

印点て同じであることを物語っている.

　特定要素に対する一般税　特定の要素，すなわち労働または資本に対して

部門を問わず一般的にかけられる税について考えてみると，まず，労働の

場合には√式(20)にづ‰― 武Y― 武とおきレ他の租税係数R変化率衛ゼ

ロとおく郷とによつﾚで,□また,大資本の場合には，八-な -fとおき,

他のものをＯとおくことによって，それぞれ次式を得る．

(26) 尹二沁一子(心十恥刊川θ|)八

(27) ?丁付古(ol+8k+＼川″|)今

式(26)は，労働一般に対する税が労働に帰着すること，式(27)は資本＝般

に対する税が資本に帰着することを，それぞれ示している．

　特定部門の要素犀対する部分税　これまでと同様の方法で,投資財，消費

財の各部門の各要素に対する部分税についてそれぞれ次式を得る．

　(28)面一?'― ―ユー(Slx十8kx十心x(λ|)九^
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(29)谷一戸こ十(心x十恥x －θ臨図)八χ

(30)w一r=一子(3.r十5χΥ－θLrλD九

(3D　面一戸＝十(心y十Sky十∂ky＼λ|)九y

上式のうちたとえば(28)を解釈すると, i＞0,c場合に限定して，図>0

のとき, w)―かはつねに負になる.すなわち,資本財部門が労働集約的で

あるとき.この部門の労働に対する部分税はつねに労働分配率暉不利には

たらく. |利くOのときは，労働に不利な場合もあれば資本に不利な場合

もある．その他の式についても，ト類似の解釈ができよう．

6｡　結　論

　本稿では，二部門静学干デ冲での租税帰着ぬ二般均衡分析を二部門成長

モデルに拡張してみた．分析方法の上で静学モデルと勤学モデルを比較す

ると，まず，帰着尺度の点では，いずれの場合にも税引要素価格比を用い

ることになるト静学モデルでは，要素供給が固定しているからレ要素価格

比だけが分配率を決めるのに対して．成長モデルの均斉成長径路では要素

供給は動くにしても，すべてのものが同率で動くため，やはりl要素価格比

だけが分配率を決めることになる．そのことはい式の操作の上では静学モ

デルでは遼=£=oと設定す芯のに対して，動学モデノtしては=君=ご£と設

定することになるよまた,動学モデルで貯蓄性向を一定と仮定すると，財

に対する需要側を単純化することになりにその結果モデル全休が静学母デ

ルよりも単純な構造にさえなづている．

　つぎに，分析結果について２つのモデルを対照させてみると，いずれの

モデルでもある種の税の帰着については同じ結論が得られている．すなわ

ち，財または要素に対する一般税の帰着が中立的であること，特定の要素
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に対する一般税の負担はその要素に帰着すること，および，特定部門の財

に対する税とその部門の要素一般に対する税とは帰着の点て同じになるこ

とは，いずれのモデルからも結論される。
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